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割奪取するという方法をとっ とにあった。その結果は、窓図に反して、鎌倉幕府自体の権力強化と ならず むしろ 守護地頭制をとおして、地方行政機構または荘園領主の支配から在地勢力を解放するという事活を招き、この在地勢力の領主化は地域的
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守護代の事例（ 時 期 ）明徳二年応永三年文明十年文明十二年
（ 守 護 代 ）遊佐国長武団長盛山 川 回 以 定斉藤
利膝
（ 官 名 ）河内守左近将監大和守越前守
（ 国 名 ）河内若狭尾張美濃
封建制社主における律令制官位の存在について（石塚）











































































下向赴任を復活させることを理想としたが、現実には造任形式が多く、在地支配は目代などが実際には行なったようで あ る 。
また、高坂好「赤松円心・満祐」（人物叢書）三六頁によ
れば、後醍醐天皇の政治において国司制度の復活が行なわれたが、存続された守護制度との関係は問題であった。諸国に復活された国司の多くは 権力をもたぬ公卿が任ぜられたのである。それらの国では 実力 ある守護の存在に意味があった。すなわち、播磨国の場合、守は公家の園基降、介は武家の新田義貞、守護は赤松円心とある＠
さらに、外山幹夫「建武政府・室町幕府初の守護につい




八 九 日 。
（却）佐藤氏前掲書 三河
L「上総」の項（四八四九日、六七
ー 六 八 一 頁 。 ）
（紅）足利家官位記（群 類従第三巻所収）六五
l














－一 待 人 仏 大 納
一 一一 一日
許一。赤松左京大夫上階事被二下知＼此儀依
－一 何 事 一 判 一
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る者も多くなる。すなわち、この傾向は一惟史の流れでもある公家政権の哀頑に対応しての、武家政権 段階的な発展過程を反映した官位の下組上ともいうべき現朱であ 。また、この官位の流れを、例えば、「守」につい みれば、保有時代には、領国知行制との関連で同一国名の （官名）は一人であった 忠われるが、南北朝対立の内乱期における守の重複的官名の出現を契機に、同一国名を冠した守の復数的存在も顕苫になり、こ 守は、前代以来の守護代はともかく、室町時代
t
戦国期になって、拾頭してきだ
国人・ 衆たる在地領主居 中にも現われてくる。そして、守護（大名）の分国が守護代・国人などのため、それぞれ一国の領域が分割され、より地域的な細分化現象を推進すると、そ 比例して、この守も増加する。かくて こ 官名呼称は江戸時代の諸大名（六八か 、二八二の諸大名家）にも継承され そのうえ、
（ 鉛 ）
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・． ． ．  
継飛脚の継立方法とそ 問題について
・ ： 鶴
継飛脚の財源について
i
東海道を中心として
｜
西周における西欧哲学の受詐とその展閃「 リ
チ
ャ
l
ド
・
コックス日記
」
試訳合
一）
一ー
六
一 六
年四月
か
ら五月まで
｜司
刀 川門H H
男
辺
手口
敏
オ三
官
ノ山
本
光
正
/ 
I工
森武
田
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口史料
日一川「長川市蘭船交易党主」法政大学図書館所
政第
三
川
。
在昨は
一 四
i
一一一 二
日 刀 迄
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すので
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くださ
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